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平林一成「能、戯曲解釈の可能性―〈草刈の能〉から〈狭衣〉まで―」 
 
本論文は、能の作品史研究の前提となる戯曲解釈の方法を、十の作品論を通じて探究、
解明するものである。第一章は、能の作品前史に位置する『貞和五年春日臨時祭記』（一三
四九年）所載四曲の上演記録の検討に始まり、十四世紀後期、観阿弥所演の「草刈の能」
等、能作品史上限に近い時期の作を扱う。第二章では、十五世紀前期、世阿弥晩年の二作
品を論じ、第三章では世阿弥の子息観世元雅、及び女婿金春禅竹（十五世紀中期頃）の作
品をとりあげ、最後の第四章は、十五世紀後期から十六世紀初期に活躍した、世阿弥孫世
代の観世信光の作と、古典学者の貴族三条西実隆の能「狭衣」の作品論をもって締め括る。
「能が生命力に満ちていた」約一世紀半の間に生まれた多くの作品の中から、作品史の核
となる重要な戯曲を選び、各々のドラマツルギーを解析する論文である。 
 「序」ではまず、本論文が能の作品分析に用いる「写実」と「抽象」の語義を、世阿弥
伝書中の用語「物まね」との関連から定義する。第一章「写実劇の到達点」第一節では、『貞
和五年春日臨時祭記』が伝える四演目について、記録された登場人物名や上演情報から、
四曲が演じられた様相を具体的に推論する。特に、出家前の西行を主人公とする「憲清ガ
鳥羽殿ニテ十首ノ歌詠ミテアル所」が先行文献『西行物語』の一部分のかなり忠実な舞台
化とみられることから、人物造型の深みや劇中劇的手法の活用が推測され、後の観阿弥の
能作につながり得る面があると指摘する。貞和五年能楽史史料に対する戯曲史的に踏み込
んだ位置づけがなされたといえる。第二節はほぼ観阿弥作と認められている「草刈の能」（番
外曲「横山」）をめぐる論考である。問答の多い平易な古作、という中程度の評価がなされ
てきたこの作品を、精緻な伝本批判を経て最良テキストとする下掛り系野坂本で読み抜き、
「個々の登場人物の存在感を揺るがせにしない写実性」を具え、劇として極めて高い完成
度を有する作品であることを明らかにする。 
 第二章「抽象的歌舞能の極点へ―世阿弥晩年の作風―」では世阿弥作「山姥」と「砧」
をとりあげ、世阿弥の生涯のテーマである幽玄（優美）の舞台化が、一見幽玄から程遠い
鬼女（「山姥」）、遠国に住む無名の妻（「砧」）を主人公とする能で、達成されるプロセスを
読み解いていく。写実劇が「具体的、即物的、可視的な領域に重点」を置く、「物まね」の
演技と対応し、他者との人間葛藤などの戯曲内容を有するのに対し、登場人物と戯曲詞章
との間に、即物的、具体的な対応関係が成り立ちにくくなり、世阿弥が「登場人物の外見
や設定にはもはやとらわれず、それぞれの存在の内奥に秘められた幽玄をこそ注視する」
ようになった時、能は写実劇を超えた抽象的歌舞能の極点に至った、と述べる。但し、戯
曲や演技において、抽象性が写実性よりも優れているといった短絡的な判断を下すわけで
はない。「山姥」の鬼女・「砧」の妻は一人称的な個の意識を保持し、特定の他者と向き合
う点で、写実劇に通底しうる造型がなされる一方で、「山姥」の主人公は「具象性の捨象さ
れた特殊な存在」であり、「山姥の曲舞」では、実の作品世界と虚の劇中劇との境界が、作
 1
為的に不分明にされていく。「砧」では「妻の心象表現（内的な時間性）」において外界の
「時計の時間」とは異なる「過去の時点への逆行・反復」が繰り返される。このような抽
象性が、写実性の外枠を留保しつつ、幽玄の高度な舞台化を可能にしたことを、説得力あ
る筆致で論ずる。 
 第三章「歌舞能のもう一つの極点―元雅と禅竹―」、元雅の「歌占」論では、強い個性と
地獄を見た異常体験を身に負う主人公を描く写実劇でありながら、世阿弥の歌舞能の理論
体系が生かされ、一曲の劇的高揚は鮮やかな曲線をなす。早世した天才元雅の緊迫感溢れ
るこの秀作は、野坂本テキストに基く本論文により、はじめて正しい評価を得た。禅竹関
係の「芭蕉」（及び「野宮」）論では、禅竹の思想性、宗教性、汎幽玄論を背景に「複式夢
幻能形式の、「女体」のシテの造型、及びその時間性」が、抽象性の極限に達したことを見
届ける。 
 第四章「転換するドラマツルギー」前半では、信光のいわゆる風流能、多焦点の能の一
つ、番外曲「氷上」をとり上げ、外的、複合的な事件性に比重を置く作風が、能の表現領
域を拡げはしても、一個の演劇ジャンルとしての能は飽和状態に達し、作品史は下限に近
づきつつあったとする。なお「氷上」の説話的典拠に『東大寺縁起絵詞』が新たに加えら
れた。後半では、碩学の三条西実隆が『狭衣物語』の女二宮を前シテとする複式夢幻能 
「狭衣」（番外曲）で、「安易な妄執物に流れず」、高度な人物造型を成し遂げ得たことを評
価している。 
 本論文では、能の本質と戯曲解釈の可能性を問う基本姿勢により、柱となる八つの作品
論が、それぞれ異なる方法で論じられ、思考がパターン化されることはない。従来さほど
高く評価されなかった「草刈の能」「守屋」「狭衣」が、厳密なテキスト批判を経た手堅い
作品分析により、真価を顕わしたことも特筆してよい。 
 能楽研究は、日本演劇の学界において、特に水準の高い分野で、作品研究もさかんであ
るが、純粋な戯曲論に限るならば、豊富な成果が蓄積されているとは、必ずしも言い難い。
本論文（４００字詰約６００枚）は、扱う作品数はさほど多くないが、詩劇としての能に
対する申請者の鋭い感受性、印象批評と隔絶する緻密な論理構築、思索的深み等において、
学界に資するところの多いすぐれた戯曲研究となり得ている。 
 以上の理由をもって、本論文は、博士（文学）学位を授与するにふさわしい内容である
と認定するものである。 
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